
シ
ョ
ー
】

大
阪
府
池
田
市
立
の
小
中

一
貫
校
、
ほ
そ
ご
う
学
園
細

郷
小
学
校
・
中
学
校
（
11
月

15
日
）
＝
テ
ー
マ
は
「
空
気

の
す
ご
～
い
力
」
。
地
域
と

学
校
を
む
す
ぶ
文
化
祭
で
開

催
、
地
域
の
人
も
参
加
。

【
走
り
方
教
室
】

栃
木
県
・
日
光
市
立
足
尾

中
学
校
（
10
月
19
日
）
＝

「
な
に
か
筋
力
が
戻
っ
て
き

た
感
じ
」
と
３
年
の
安
塚
憂

衣
（
ゆ
い
）
さ
ん
▼
宮
城
県

・
石
巻
市
立
大
須
小
学
校

（
10
月
30
日
）
＝
「
校
内
持

久
走
大
会
で
は
学
ん
だ
こ
と

を
い
か
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
６
年
の
阿
部
李
花
さ
ん
。

同
じ
校
舎
で
学
ぶ
大
須
中
学

校
も
参
加
▼
静
岡
県
・
浜
松

市
立
春
野
中
学
校
（
11
月
25

日
）
＝
「
生
徒
た
ち
の
目
つ

き
が
変
わ
り
ま
し
た
」
と
、

甲
子
園
の
選
抜
高
校
野
球
で

優
勝
経
験
が
あ
る
山
下
修
平

校
長
▼
熊
本
県
・
八
代
市
立

泉
中
学
校
（
12
月
14
日
）
＝

「
腰
と
肩
甲
骨
を
意
識
し
て

走
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か

り
ま
し
た
」
と
陸
上
部
２
年

の
橋
口
尚
平
君
。

【
教
育
応
援
隊
・
ミ
ズ
ノ
走

り
方
教
室
】

東
京
都
・
豊
島
区
立
池
袋

第
一
小
学
校
（
10
月
24
日
）

＝
土
曜
日
、
低
学
年
と
高
学

年
の
２
回
に
分
け
て
行
わ

れ
、
計
１
５
５
人
が
参
加
。

昨
年
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
、
へ
き
地
校
を
支
援
す

る
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
の
「
出

前
授
業
」
が
全
国
各
地
で
開

か
れ
ま
し
た
。
ベ
ル
マ
ー
ク

預
金
を
使
う
「
教
育
応
援

隊
」
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
催
校
は
以
下
の
通
り

で
す
（
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
各
校
の
リ
ポ
ー
ト
）
。

【
一
輪
車
講
習
会
】

愛
媛
県
・
砥
部
町
立
高
市

小
学
校
（
10
月
21
日
）
＝

「
ス
テ
ー
ジ
を
伝
っ
て
前
に

進
め
た
」
と
６
年
の
立
田
玖

珠
さ
ん
。
近
く
の
広
田
小
学

校
も
参
加
▼
宮
城
県
・
大
崎

市
立
真
山
小
学
校
（
11
月
12

日
）
＝
「
ホ
ン
モ
ノ
の
技
や

人
に
ふ
れ
、
ス
テ
キ
な
経
験

に
」
と
大
竹
恵
子
校
長
。

【
理
科
実
験
教
室
】

和
歌
山
県
・
有
田
川
町
立

八
幡
小
学
校
（
10
月
20
日
）

と
西
ケ
峯
小
学
校
（
同
21

日
）
で
「
ク
モ
観
察
会
」
＝

ク
モ
の
巣
の
標
本
を
作
っ
て

「
家
に
飾
っ
て
お
く
」
（
八

幡
小
）
。
ク
モ
を
ル
ー
ペ
で

観
察
し
「
き
れ
い
や
な
あ
」

（
西
ケ
峯
小
）
▼
滋
賀
県
・

甲
賀
市
立
多
羅
尾
小
学
校

（
12
月
９
日
）
＝
音
、
空

気
、
温
度
な
ど
を
「
見
る
」

実
験
。
先
生
た
ち
も
夢
中
に

▼
大
阪
府
・
茨
木
市
立
忍
頂

寺
小
学
校
（
12
月
17
日
）
＝

雪
崩
の
専
門
家
、
ナ
ダ
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
防
災
の
大
切
さ
を

実
験
で
訴
え
ま
し
た
。

【
教
育
応
援
隊
・
科
学
実
験

に
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
ハ
ウ

ス
に
は
、
大
学
進
学
を
目
指

し
た
り
復
興
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
た
り
す
る
子
も
出
て

き
ま
し
た
。

山
田
町
は
地
震
と
津
波
、

火
災
で
甚
大
な
被
害
に
遭
い

ま
し
た
。
復
興
の
途
上
に
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
も

必
要
で
す
。
「
こ
こ
に
来
る

子
た
ち
が
い
る
限
り
ハ
ウ
ス

を
続
け
た
い
」
。
竹
内
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
小
菅
幸
一
）
▼
１
面
参
照

ま
す
。
「
い
ろ
ん
な
学
年
の

仲
間
や
大
人
に
触
れ
、
し
ゃ

べ
り
、
相
談
し
、
ふ
ざ
け
て

発
散
す
る
。
そ
し
て
勉
強｣



ハ
ウ
ス
代
表
で
勉
強
の
面
倒

も
見
る
竹
内
範
子
さ
ん
や
実

務
責
任
者
の
佐
藤
恵
理
子
さ

ん
ら
は
「
寺
子
屋
」
の
効
用

を
そ
う
語
り
ま
す
。

東
洋
大
学
な
ど
の
学
生
も

長
期
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
加
わ
り
ま
す
。

被
災
地
で
は
一
般
に
、
学

力
の
低
下
や
中
退
問
題
な
ど

教
え
て
も
ら
え
る
」
と
い
い

ま
す
。
仲
良
し
の
小
林
未
空

さ
ん
や
湊
日
和
さ
ん
と
一
緒

で
す
。
湊
さ
ん
は
看
護
師
に

な
る
と
思
っ
て
か
ら
俄
然
、

勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

仮
設
住
宅
で
は
隣
近
所
に

遠
慮
し
た
生
活
を
強
い
ら
れ

災
で
被
災
し
た
生
徒
の
居
場

所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ベ

ル
マ
ー
ク
財
団
が
今
年
度
始

め
た
「
寺
子
屋
」
事
業
支
援

の
対
象
の
一
つ
で
す
。
昨
年

11
月
に
訪
ね
ま
し
た
。

山
田
中
学
校
や
山
田
高
校

な
ど
の
生
徒
が
や
っ
て
来
ま

す
。
多
い
と
き
は
40
人
ほ

ど
、
平
均
で
も
20
人
近
く
に

な
り
ま
す
。

高
１
の
上
沢
り
え
さ
ん
は

「
パ
ン
が
お
い
し
い
し
、
勉

強
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

夕
暮
れ
ど
き
、
制
服
や
ジ

ャ
ー
ジ
ー
姿
の
生
徒
た
ち
が

三
々
五
々
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
学
校
が
終
わ
っ
て
腹
ぺ

こ
で
す
。
ま
ず
は
石
油
ス
ト

ー
ブ
の
回
り
で
、
ス
タ
ッ
フ

お
手
製
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や

パ
ン
を
ほ
お
張
り
、
お
し
ゃ

べ
り
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

や
が
て
２
階
に
上
が
り
、
自

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

海
に
面
し
た
岩
手
県
・
山

田
町
の
中
心
部
に
あ
る
山
田

町
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
は
、
大
震

中
▼
東
京
都
・
中
野
区
立
上

鷺
宮
（
か
み
さ
ぎ
の
み
や
）

小
学
校
（
12
月
３
日
）
＝
自

分
で
デ
ザ
イ
ン
と
色
彩
を
考

え
て
挑
む
、
世
界
に
一
つ
し

か
な
い
凧
（
た
こ
）
づ
く

り
。
61
個
の
連
だ
こ
が
き
れ

い
な
曲
線
を
描
い
て
揚
が
り

ま
し
た
＝
写
真
下
。

【
教
育
応
援
隊
・
絵
本
を
届

け
る
運
動
】

東
京
都
・
北
区
の
女
子
聖

学
院
中
学
高
等
学
校
（
10
月

９
日
）
＝
初
め
て
こ
の
運
動

に
参
加
し
、
ベ
ル
マ
ー
ク
委

員
40
人
が
取
り
組
み
ま
し

た
。
子
ど
も
の
絵
本
が
足
り

な
い
国
や
地
域
へ
、
日
本
語

の
絵
本
の
文
字
部
分
に
現
地

語
の
翻
訳
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

こ
の
日
は
ラ
オ
ス
の
公
用

語
ラ
オ
語
の
シ
ー
ル
を
貼
り

ま
し
た
。

状
に
し
、
空
気
を
送
り
込
ん

で
作
る
ク
ジ
ラ
の
エ
ア
ド
ー

ム
に
挑
戦
し
ま
し
た
＝
写
真

数
「
24
」
な
ど
の
数
字
を
身

近
な
モ
ノ
を
使
っ
て
表
し
、

カ
メ
ラ
に
一
枚
一
枚
収
め
ま

し
た
▼
青
森
県
・
八
戸
市
の

八
戸
め
ぐ
み
幼
稚
園
（
10
月

16
日
）
＝
色
と
り
ど
り
の
ビ

ニ
ー
ル
地
と
底
面
の
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
貼
り
合
わ
せ
て
袋

は
、
ベ
ル
マ
ー
ク
で
は
初
登

場
。
同
校
は
今
春
、
統
合
で

歴
史
を
閉
じ
ま
す
。
児
童
た

ち
は
校
内
を
く
ま
な
く
探

検
、
創
立
か
ら
の
年
数
「
１

４
１
」
＝
写
真
上
＝
と
児
童

【
教
育
応
援
隊
・
ア
ー
ト
教

室
】長

崎
県
・
南
島
原
市
立
慈

恩
寺
小
学
校
（
11
月
17
日
）

＝
周
囲
を
し
っ
か
り
観
察
す

る
「
気
づ
き
と
創
造
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
ア
ー
ト
教
室

歩
み
を
聞
き
ま
し
た
。
福
島

の
飯
舘
村
立
飯
舘
中
、
福
島

市
立
松
陵
中
の
生
徒
か
ら

は
、
こ
の
４
年
半
の
暮
ら
し

や
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

25
日
の
朝
か
ら
は
い
よ
い

よ
、
班
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
「
熟
議
」
。
「
風
評
被

害
」
と
い
う
言
葉
が
あ
ち
こ

ち
で
飛
び
交
い
ま
す
。
一
方

で
福
島
産
食
材
へ
の
「
抵
抗

感
」
や
「
不
安
」
と
い
っ
た

〝
本
音
〟
も
ち
ら
ほ
ら
聞
こ

え
ま
す
。
テ
ー
マ
別
に
班
を

さ
ら
に
二
つ
に
分
け
た
り
、

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
や
図
形
で
議

論
を
整
理
し
た
り
。
夜
の
発

表
会
に
向
け
、
復
興
と
自
分

た
ち
と
の
関
わ
り
が
、
ど
ん

ど
ん
明
確
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

討
議
の
合
間
に
は
、
美
し

い
不
知
火
海
で
ペ
ー
ロ
ン
船

を
漕
い
で
気
分
転
換
も
し
ま

し
た
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
く
ま

モ
ン
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
激
励
に

は
も
う
大
騒
ぎ
で
す
。
熱

く
、
楽
し
く
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
充
実
し

た
時
を
過
ご
し
、
友
情
を
深

め
た
生
徒
た
ち
は
、
10
年
後

に
植
樹
し
た
桜
の
下
で
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
。
そ
の
た

め
の
幹
事
さ
ん
ま
で
決
め
て

発
表
会
を
終
え
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
こ
の
後
、
今

回
の
経
験
を
踏
ま
え
た
一
人

一
人
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
今
村
修
）

マ
ー
ク
の
桜
も
植
え
ら
れ
ま

し
た)

な
ど
を
終
え
、
こ
の

日
が
終
業
式
だ
っ
た
水
俣
勢

24
人
と
青
少
年
の
家
で
夕
方

に
合
流
。
福
島
・
水
俣
混
成

の
班
分
け
に
沿
っ
て
食
事
や

お
風
呂
、
寝
る
部
屋
も
一
緒

で
す
。

し
っ
か
り
学
習
も
し
ま
し

た
。
「
環
境
の
街
づ
く
り
」

を
進
め
た
前
水
俣
市
長
と
水

俣
病
の
語
り
部
か
ら
、
公
害

の
苦
し
み
や
、
現
在
ま
で
の

動
し
、
ま
ず
エ
コ
パ
ー
ク
水

俣
を
見
学
し
ま
し
た
。
水
俣

病
の
原
因
と
な
っ
た
有
機
水

銀
を
含
む
ヘ
ド
ロ
や
汚
染
さ

れ
た
魚
を
埋
め
立
て
て
作
っ

た
、
東
京
ド
ー
ム
13
個
半
分

の
広
大
な
公
園
で
す
。
そ
の

上
を
歩
き
、
慰
霊
碑
に
黙
祷

を
捧
げ
る
こ
と
で
、
教
科
書

で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
公
害

病
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
気
に
身

近
に
な
り
ま
し
た
。

記
念
の
桜
の
植
樹(

ベ
ル

い
、
次
代
を
担
う
中
学
２
年

生
に
復
興
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
と
、
福
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
・
水
俣
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
に
よ
る
実
行
委
員
会

が
開
催
し
ま
し
た
。

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
は
そ
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
３
回
目
と

な
る
今
回
、
50
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

福
島
全
県
か
ら
集
っ
た
生

徒
39
人
は
23
日
に
熊
本
入

り
。
翌
日
バ
ス
で
水
俣
に
移

し
た
。

昨
年
12
月
23
～
26
日
、
水

俣
近
郊
の
「
あ
し
き
た
青
少

年
の
家
」
な
ど
を
会
場
に
、

福
島
・
水
俣
交
流
事
業
「
生

徒
交
流
学
習
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
公
害
か
ら
立
ち
上

が
り
新
た
な
街
づ
く
り
を
続

け
て
き
た
水
俣
の
経
験
と
、

震
災
・
津
波
・
原
発
事
故
の

痛
手
か
ら
、
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
し
て
い
る
福
島
の
現

実
。
そ
の
両
方
を
伝
え
あ

「
水
俣
は
終
わ
ら
な
い
、

福
島
は
歩
み
出
す
」
「
地
元

を
信
じ
て
」
―
―
。
真
剣
に

話
し
合
い
、
選
び
抜
い
た
言

葉
が
次
々
と
飛
び
出
し
ま

す
。
福
島
県
と
熊
本
県
水
俣

市
の
中
学
生
合
わ
せ
て
63
人

が
「
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
六

つ
の
班
に
分
か
れ
て
取
り
組

ん
だ
「
熟
議
」
の
発
表
会
で

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
返
上
で
語

り
合
っ
た
14
歳
た
ち
の
瞳
は

未
来
を
強
く
見
つ
め
て
い
ま

時
代
を
切
り
拓(

ひ
ら)

く
子

ど
も
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
基
調
報
告
や
、
同
県
出

身
で
全
日
本
柔
道
連
盟
副
会

長
の
山
下
泰
裕
さ
ん
の
記
念

講
演
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

（
桜
木
正
彦
）

あ
の
よ
う
な
ス
ム
ー
ズ
な
進

行
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は

「
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る
」

で
す
。
５
・
６
年
生
12
人
は

総
合
学
習
の
時
間
に
３
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
地
元
の
農

家
と
養
蜂
家
、
農
業
後
継
者

を
訪
ね
て
話
を
聞
き
、
メ
モ

や
写
真
、
動
画
を
撮
り
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
と
直
接
ふ

れ
合
い
、
郷
土
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

２
年
生
は
図
工
で
す
。
絵

具
を
含
ま
せ
た
ロ
ー
ラ
ー
式

の
ス
ポ
ン
ジ
や
ガ
ー
ゼ
を
、

く
り
抜
い
た
型
紙
の
上
か
ら

押
し
つ
け
て
、
ふ
る
さ
と
の

風
景
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

大
会
初
日
は
熊
本
市
で
全

体
会
が
開
か
れ
｢

ふ
る
さ
と

で
心
豊
か
に
学
び
、
新
し
い

童
た
ち
は
、
友
だ
ち
の
意
見

を
聞
き
、
自
分
の
考
え
を
は

き
は
き
と
発
表
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
１
、
２
年
生
が

単
式
学
級
、
３
・
４
年
と
５

・
６
年
が
複
式
学
級
の
計
４

ク
ラ
ス
38
人
の
小
規
模
校
で

す
。
同
じ
く
国
語
の
公
開
授

業
を
し
た
３
・
４
年
生
ク
ラ

ス
で
は
、
３
年
生
と
４
年
生

が
背
中
合
わ
せ
に
着
席
し
ま

し
た
。
３
年
生
は
「
ち
い
ち

ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
、
４

年
生
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の

場
面
の
移
り
変
わ
り
を
と
ら

え
な
が
ら
、
考
え
た
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

視
察
し
た
教
員
の
一
人
は

「
教
諭
と
学
習
支
援
員
が
入

れ
替
わ
り
な
が
ら
２
学
年
同

時
進
行
の
授
業
で
す
が
、
事

前
の
学
習
計
画
が
し
っ
か
り

と
立
て
ら
れ
て
い
な
い
と
、

校
長
）
の
１
年
生
は
児
童
８

人
の
ク
ラ
ス
で
す
。
童
話
の

「
く
じ
ら
ぐ
も
」
を
題
材
に

し
た
国
語
の
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。

担
任
の
梶
原
さ
お
り
先
生

が
「
雲
の
ク
ジ
ラ
に
乗
っ
た

１
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ど
ち
ら
の
方
へ
行
き
ま
し
た

か
」
と
尋
ね
る
と
、
児
童
た

ち
は
「
海
の
方
へ
」
「
村
や

ま
ち
の
方
へ
」
と
手
を
挙
げ

て
次
々
に
答
え
て
い
き
ま

す
。
「
海
で
は
船
が
見
え
る

と
思
い
ま
す
」
「
村
に
は
畑

や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
山
が
あ
り

ま
す
」
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ

た
答
え
に
「
い
い
と
思
い
ま

す
」
の
声
が
続
き
ま
す
。
児

第
64
回
全
国
へ
き
地
教
育

研
究
大
会
（
文
科
省
、
熊
本

県
教
委
、
全
国
へ
き
地
教
育

研
究
連
盟
主
催
）
が
10
月

15
、
16
の
両
日
、
熊
本
県
内

で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
の
へ
き
地
校
や
小
規
模

校
、
複
式
学
級
の
あ
る
学
校

の
校
長
ら
教
育
関
係
者
千
人

余
り
が
集
ま
り
、
同
県
内
の

へ
き
地
・
複
式
の
12
校
で
、

学
習
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
視
察
し
、
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。
ベ
ル
マ
ー
ク
財

団
か
ら
も
中
島
泰
常
務
理
事

が
参
加
し
ま
し
た
。

阿
蘇
五
岳
の
ふ
も
と
、
南

阿
蘇
村
立
両
併
（
り
ょ
う
へ

い
）
小
学
校
（
後
藤
利
恵
子

月
15
日
。
「
ベ
ル
マ
ー
ク
預

金
で
お
買
い
も
の
を
す
る
こ

と
が
寄
付
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、

ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
に
対
す
る

意
識
が
一
層
高
ま
り
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」

◇

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
で
は
随

時
、
見
学
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
広
報
部
（
電
話
03
・

５
１
４
８
・
７
２
５
３
）

へ
。

財
団
見
学

▼
神
奈
川
県
藤
沢
市
立
八
松

（
や
ま
つ
）
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
学
級
委
員
会
ベ
ル
マ
ー
ク

班
、
佐
川
由
紀
子
さ
ん
＝
10

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

熊
本
で
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会

班
別｢

熟
議｣

熱
く
楽
し
く

記
念
に
桜
植
樹


年
後
再
会
も

歴
史
閉
じ
る
校
舎

見
え
た
も
の
は

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
50
万
円
を
寄
付

｢寺子屋｣支援

ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス

居
場
所
を
提
供

なごやかに進む「熟議」

記
念
の
桜
を
植
え
ま
し
た

背中合わせで授業を受ける複式学級の３・４年生

山
田
町
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
代
表

の
竹
内
範
子
さ
ん
（
左
）
と

実
務
責
任
者
の
佐
藤
恵
理
子

さ
ん

山
田
町
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス

自習の前にまずは腹ごしらえして、おしゃべり

(７) ２０１６年() ベ ル マ ー ク 新 聞 第３種郵便物認可


